
                        資料１－１ 

 

行政部門別常任委員会年間活動計画作成について 

 

  １ 部局所管事項概要調査   

５月２２日（月） 政策企画雇用経済観光常任委員会 

医療保健子ども福祉病院常任委員会 

５月２３日（火） 環境生活農林水産常任委員会 

教育警察常任委員会 

   ５月２４日（水） 総務地域連携交通常任委員会 

            防災県土整備企業常任委員会 

 

 

  ２ 年間活動計画について協議   

  (1) 部局の所管事項概要説明を踏まえ、重点調査項目を選定する。 

  (2) 重点項目について、いつ頃、どのような方法（例：執行部説明、参考人

招致、県内外調査、委員間での議論など）で調査を行うか協議する。 

  (3) 県内外調査の日程、調査したい項目について協議する。 

    ※参考：年間活動計画書 

    ※委員会が活動していく中で、年間活動計画に変更が生じた場合は、そ

の都度、年間活動計画の修正を委員会で協議する。 

 

  ３ 年間活動計画書の作成   

   ２での議論を踏まえ、正副委員長が年間活動計画書を作成し、委員に配

付する。 
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                              資料１－２ 

 

特別委員会活動計画作成について 

 

 １ 特別委員会所管事項調査項目   

・ ○○特別委員会 

 

 ２ 活動計画について協議  ＜５月２９日（月）＞ 

  (1) 特別委員会の所管事項に基づき、調査項目を絞る。 

  (2) 最終の目標、調査期間について協議する。 

    (例：提言、予算への反映など) 

  (3)（1）の調査項目にかかる具体的な調査方法及び内容を検討する。 

（いつ頃、どのような方法で（例：執行部説明、参考人招致、県内外調査、委

員間での議論、どのような内容の調査を行うかなど） 

 

   ※委員会が活動していく中で、活動計画に変更が生じた場合は、その都

度、活動計画の修正を委員会で協議する。 

 

 ３ 活動計画書の作成   

 ２での議論を踏まえ、正副委員長が活動計画書を作成し、後日、委員に配付 

する。 
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平成 19 年 12 月 19 日  代表者会議決定 

平成 21 年  5 月 8 日  代表者会議決定 

平成 23 年  5 月 9 日 各派世話人会決定 

令和 ３年 10 月 29 日   代表者会議改正 

 

 

委員会の県内外調査について 

 

（県内調査） 

常任委員会    原則として日帰り調査を２回程度実施 

特別委員会    日帰りの調査を適宜実施することができる。 

 

 

（県外調査） 

常任委員会    ２泊３日以内の行程で１回実施することができる。 

特別委員会    １泊２日以内の行程で１回実施することができる。 

議会運営委員会  ２泊３日以内の行程で１回実施することができる。 

 

 

ただし、新型コロナウイルス感染症その他重大な感染症のまん延を防止する

ために必要があるときや大規模な災害その他の緊急事態が発生するなど現地で

の調査が困難となった場合は、各委員会の判断で、適宜オンラインを活用した

リモート形式で実施することができる。 

 

資料２－１ 
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資料２―２ 

    

◆ 行政部門別常任委員会の県内調査日程（令和５年度） 

   

【日程案】 

令和５年７月１９日（水）～２１日（金） 

    ７月２５日（火）～２７日（木） 

 

    

※ ただし、教育警察常任委員会について、学校の夏休み期間を除く必要が

ある場合は、７月５日（水）又は６日（木）の設定としても可。 

 

 

                                  

◆行政部門別常任委員会の県外調査日程（令和５年度） 

 

 （Ａ日程）令和５年９月５日（火）～７日（木）の間 

 

 （Ｂ日程）令和５年９月１２日（火）～１４日（木）の間 

 

委 員 会 名 県外調査日程 

 総務地域連携交通常任委員会  

政策企画雇用経済観光常任委員会  

環境生活農林水産常任委員会  

医療保健子ども福祉病院常任委員会  

防災県土整備企業常任委員会   

教育警察常任委員会  
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                               資料２－３ 

 

委員会の少人数の委員による委員派遣（県内調査）の 

実施方法についての申し合わせ    

 【平成２１年６月４日代表者会議了承】 

 

１ 実施に当たっての基本的な考え方 

  常任委員会の一部委員による県内調査は、委員全員で行う県内調査を補完する

ものとして調査目的及び必要性を明確にした上で実施することができるものとす

る。 

  特別委員会の一部委員による県内調査は、調査目的及び必要性を明確にした上

で実施することができるものとする。 

 

２ 委員派遣の手続 

 (1) 委員会において、派遣の期日、場所、目的及び内容、委員名を明らかにして、

実施を決定する。 

 (2) 委員長は、委員派遣承認要求書（様式１）を議長に提出し、承認を得る。 

 (3) 派遣された委員は、調査を終了したときは、委員派遣終了報告書（様式２）

を作成し、委員長に提出するとともに、委員会において調査の結果を報告する。 

 

３ 実施方法 

 (1) 派遣日数 

   日帰りの調査とする。 

(2) 派遣人数 

   下限は２名以上、上限は５名以下とし、同一会派の委員のみとしない。 

(3) 書記の随行 

    書記は随行しない。 

(4) 交通手段 

    公共交通機関の使用を原則とするが、委員の自家用車の使用も可能とするも

のとする。 

 (5) その他 

    地元議員への通知は行わない。 
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（様式１） 

 

  年  月  日 

 

   三重県議会議長      様 

 

                            ○○○○ 委員長   

 

派遣承認要求書 

 

本委員会は、下記により委員を派遣することに決定したので、承認されるよう会議

規則第５４条の規定により要求します。 

記 

１ 日時          

２ 場所          

３ 派遣の目的及び内容   

４ 派遣委員の氏名     

５ 経費          
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（様式２） 

 

年  月  日 

 

 

   三重県議会○○○○委員長      様 

 

                              ○○○○委員 

                              ○○○○委員 

                              ○○○○委員 

 

委員派遣による調査結果報告書 

 

下記のとおり委員派遣による調査を終了しましたので、御報告いたします。 

記 

１ 調査期日 

２ 調査場所 

３ 調査内容 
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                         資料３ 

         委員長報告及び附帯決議の取扱いについての 

委員長会議の申合せ事項 

                 【平成 24年 11 月 20 日 委員長会議決定】 

 

委員長報告及び附帯決議の意義を鑑み、委員長報告で特に言及した事項及び

附帯決議を行った事項について、委員会の所管事項調査の中で執行部の報告（以

下「経過報告」という）を求めることとし、その取扱いについて以下のとおり

申し合わせる。 

 

１ 経過報告を求める事項 

（１）委員長報告で特に言及した事項のうち、委員会が必要と判断したもの 

（２）附帯決議を行った事項 

 

２ 経過報告を求める時期等 

  経過報告を求める時期は、委員長報告については委員会で協議し決定する

こととし、附帯決議については、原則、次の委員会とする。 

  また、経過報告を求める期間は、委員長報告あるいは委員会で採択した附

帯決議の報告を行った本会議から概ね一年以内とする。 

 

３ その他 

  毎年の役員改選後の委員会においても引き続き経過報告を求める必要があ

るものについては、遺漏のないよう委員長が引き継ぐものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）平成 24 年 11 月 20 日 委員長会議 了承 

○「委員会が必要と判断する」場について 

⇒ 経過報告を求める事項は、「委員間討議」等公式の場で決定す

る、委員の意見が分かれた場合は各委員会で判断する 

○「委員会」が判断するという考え方について 

⇒ 委員会の中で討議を行い、「委員会」として判断をする 
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